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急に寒さが厳しくなり、年末らしい気候になっています。子どもたちは寒さに
負けず、元気に遊んでいますが、感染症の流行の時期が始まっています。インフ
ルエンザも昨年度に流行しなかった分、「今冬は流行するかも」との予測もされ
ています。おうちでも手洗い・咳エチケットの徹底をお願いいたします。2021年、
元気に締めくくりたいですね。

急に高い熱が出て、ぐったりして元気がないときは、普通の風邪ではなく、
インフルエンザかもしれません。インフルエンザは感染力が強く、子どもたちの
間で流行しやすいため、登園できない期間（登園停止期間）と、登園を再開でき
る目安が決められています。

年末年始は帰省や大掃除、おせち料理にお参り…とあわただ
しいもの。健康に気をつけて、元気に新年を迎えましょう。

今年も残すところ５日。年末年始に帰省等を計画しているご家庭もあるかと思いま
す。しかし、急な発熱やケガも考えられますので、帰省先などの救急病院も調べてお
くと安心ですね。
救急で診てくれる医療機関が分からないというときや受診した方がよいのか悩んだ

場合は、＃８０００（こども医療電話相談）に電話をかけると小児科医師もしくは看護
師に相談することができたり、近くの救急病院を教えてくれます。ただ、＃8000は
夜間のみの受付になる都道府県（大阪は20時～翌朝8時まで）もあるので、日中に受
診したい場合は＃7119に電話してみるとよいと思います。
＊＃8000・＃7119共に全国共通です。

自己肯定感が育む愛情の伝え方
『お子さんとハグする習慣があるなら、ぜひとも続けてください。膝の上に乗せて

絵本を読むとか、テレビを見るとか。体温やぬくもりの中で、子どもは親の愛情を実
感します。子どもはとても単純です。お母さんが笑顔で抱きしめてくれると、「愛さ
れている」と感じます。「大好きだよ」と言えば、「好かれているんだ」と理解しま
す。
もしも子どもとの関係が少しぎくしゃくしている、愛情がちゃんと届いていないと

感じることがあるなら、ちゃんと抱きしめてあげてください。抱きしめるには抵抗の
ある年齢であれば、それに変わるような温かい言葉で包んであげてほしいと思います。
「あなたは本当にいい子ね。かわいい子だね。お母さんは大好きだよ」と。子どもは
少し照れるかもしれません。でも必ず嬉しそうな顔をします。誇らしそうな顔をしま
す。その顔を見ることで、お母さんも子どもの親への愛情を実感できるのです。ぜひ
やってみてください。』 佐々木正美先生の子育て相談室』より

言葉で伝えることも大切ですが、やはり、スキンシップは大切なのですね。桜美林
大学教授の山口創先生は著書の中で『子どもの脳は肌にある』『私たち人間は、“触
れる”ことで言葉にならない感情を伝えることができる』と言っています。
忙しい毎日の中でも、例えば『毎日寝る前に膝の上に座らせて絵本を読む』『どん

なに疲れていても必ず１日１回は「大好き」とハグする』など、
歯を磨く習慣のように、スキンシップを当たり前の習慣になれば
親も子もハッピーですね。


